
構成機関の取組状況（平成３０年４月時点）

美馬市では、ハード対策として「中鳥地区河川防災ステーション」の整備を進めてい
くとともに、ソフト対策として、水防活動の効率化及び水防体制の強化に努めてまい
ります。また、地域住民への平時からの周知徹底に努めるとともに、浸水を想定した
水防訓練の実施を積極的に取り組んでいきたいと考えております。

■ハード対策の主な取り組み①

美馬市

中鳥地区河川防災ステーション整備計画

■ソフト対策の主な取り組み②

■ソフト対策の主な取り組み③

■ソフト対策の主な取り組み④

洪水を対象としたハザードマップ作成、全戸配布

平成28年度美馬市民地域防災訓練(脇中)

「水害に備えて」学習会及び避難訓練
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構成機関の取組状況（平成３０年４月時点）1/2

■防災指導員による防災講座の状況

三好市

■資料の一部

構成機関の取組状況（平成３０年４月時点）2/2 三好市

■避難所見直しに伴う周知状況
【市報4月号】

■避難所見直しに伴う周知状況
【浸水想定区域内等にある避難所数】
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構成機関の取組状況（平成30年4月時点）

東みよし町では、徳島県が公表している土砂災害特別警戒区域及び中央構造線・活断層地震に
よる震度分布及び液状化危険度分布、国土交通省徳島河川国道事務所発表による吉野川洪水浸水
想定区域等の情報をもとに、災害に広く関連する、東みよし町内での避難情報を網羅した「東み
よし町防災ハザードマップ」を作成し、平成３０年３月１１日に開催した防災フェスティバルで
公表。また、平成３０年３月２９日にウェブサイトで公表。

平成３０年４月に、このハザードマップを全戸配布し、周知。

■ハザードマップの作成

東みよし町

ハザードマップ

防災意識啓発文書（Ａ４版冊子）とマップ（Ａ１版両
面）で構成。啓発文書には災害関連情報のほか、吉野
川洪水浸水想定区域（想定最大規模）等を掲載し、マ
ップには三好地区及び三加茂地区の土砂災害特別警戒
区域や中央構造線、吉野川洪水浸水想定区域（計画規
模）等を片面ずつ掲載。また、ワークショップにおい
て出された避難時の危険箇所等についても、内容を精
査した上で掲載。

ハザードマップワークショップ
平成２９年１１月２１日の消防本団・分団長会及び自主防災組織連絡会に
おいて、ハザードマップワークショップを行った。土砂災害特別警戒区域
や中央構造線、吉野川洪水浸水想定区域等を反映したマップをもとに、各
地区ごとに災害時に注意すべき点や避難時の危険箇所等について話し合い
、とりまとめた意見の発表を行った。
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構成機関の取組状況 徳島県

避難訓練の支援
避難確保計画作成済みの要配慮者利用施設をモデ

ル施設に、避難訓練の実施を支援し、計画の実効性
を検証し、必要に応じて避難確保計画の見直しを支
援する。

モデル施設
吉野川市内の「ケアハウス 健祥会プロバンス」

をモデル施設として選定。
当該施設は、吉野川及び飯尾川の浸水想定区域内

に位置し、平成16・26年の台風において付近まで
浸水している。また、デイサービスセンターを併設
しており、グループホームが隣接している。

避難訓練の手引き
避難訓練の支援で得られた成果を踏まえ、避難訓

練の手引きを作成し、公開することにより、避難確
保計画の実効性の確保を支援する。

避難確保計画作成推進事業【実施中】

「徳島県水防の日」に関連した取組状況

○川や水防・治水等に関する講座
本県の河川の特徴，洪水被害の状況や過去の浸水被害を伝える史跡

の紹介等を行うとともに，水害から自分の命を守るためにすべきこと
などを講義

○排水ポンプ車の見学
浸水が発生した際，機動的に出動し，浸水箇所の排水を行うポンプ

車の稼働実演

○水防に関する実技の習得
徳島県防災エキスパートから水防工法の基本となる「ロープワー

ク」等を体験

■H30年度の取組み
○水防・治水等に関する「出前講座」（小学生を対象）

（東部，南部，西部圏域で各１校）
○水防・防災の重要性，意識向上を図る「パネル展」
○水防をテーマとした「ポスターコンクール」（小中学生を対象）

■「徳島県水防の日（毎年６月５日）」学習会
「徳島県治水及び利水等流域における水管理条例」(H29.4.1施行)

における「水教育」の一環として，次世代を担う子供逹を対象に，
水防や治水等に関する体験・学習を通して，水防・防災への意識を
高めてもらう学習会を実施

・実施日 平成２９年６月５日 及び ６日
・参 加 徳島市内の２小学校，児童65名
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○市町から個々の住⺠に対して直接的な情報提供（防災⾏政無線や⾏政からの町内放送等）の充実が期待され
ています。

充実を望む情報源
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＜上流＞
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＜下流＞

洪水リスクに対する住民意識調査結果（上流） 四国地方整備局

●近年、⼤規模⽔害が全国で頻発している現状を⽬の当たりにし、住⺠が「⽔害を我がこと
としてとらえ」、万⼀の洪⽔時には安全に避難するなど、⽔防災意識社会を再構築するこ
とが急務となっています。

●吉野川では、近年、⼤規模な⽔害は発⽣しておらず、都市化の進⾏やインターネットなど
の情報通信機器の発達などにより、地域コミュニティーが薄れていく中、⽔害が「どこか
他⼈事」あるいは「テレビの中の世界」となってしまい、「我がこととしてとらえる」こ
とが難しい世の中であることも事実です。

●そこで、現状の洪⽔リスクに対する意識を定量的に評価するために住⺠の洪⽔意識調査を
実施しました。

●なお、アンケートの実施にあたり、⾃治会等関係者の皆さまには、配布等のご協⼒を頂き
ました。

○広報⾞からの呼びかけと同様に、近隣からの誘いが重要視されていることがわかりました。このため、地域
の繋がりを再構築していくことが重要と考えられます。

○また、川が溢れているのを確認してから逃げる⽅も⼀定数おり、川が溢れてからの避難では⼿遅れとなる可
能性が⾼く、安全な避難に向けて、防災教育や住⺠の意識改⾰が必要と考えられます。

避難する決め⼿
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＜上流＞ ＜下流＞

住民意識調査結果を記者発表したところ、新聞２社に掲載されました。

住民の防災に関する取組への関心の低さが感じられました。

①徳島新聞 朝刊 平成30年2月17日（土）3面 ②読売新聞 朝刊 平成30年3月 4日（日）27面
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19%
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30%

2%

3%

14%

45%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

メールを受信しなかった

メールの内容は特に確認しなかった

メールを読んだが、特に何もしなかった

市町、自治会、自治防災組織等に問い合せした

避難を始めた

避難準備を始めた

防災無線、テレビ等で自治体の情報を確認した

●実際にプッシュ型配信を実施した河川でのアンケート結果 （平成29年台風18号重信川）

台風18号時にエリアメールを受信した時に取った行動 回答数1,218

63％の回答者が
何らかの行動を
行っている

プッシュ型配信の効果

受信した住民の多くが避難につながる行動を自発的に起こしており、市町か

ら直接的な呼びかけ（防災無線・町内放送等）を合わせて実施することにより、
「逃げ遅れゼロ」に大きな効果を期待できる。
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